
4 年休行使
(1)年休行使の状況(1月から12月まで)
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(2) 年休行使の理由
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(3) 年休が十分に取れない理由

昨年度 匝ヨ ~ 19 0.7 

0.5 

今年度 匝ヨ じ1司 19 0.4 
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ロ子・同僚l、迷惑だから ロ多忙で取る余裕がない
口授業が遅れるから ロ管理職がうるさい

(4) 年体をもっと行使する方法

昨年度

今年度 142.61 
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ロ教職員の定数を増加する a諸行事や会議を精選するロ計画年体行使運動をするロ;教職員の協力体制
-指導要領・教育課程削減 口組合員の権利意識向上 Eその他
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